
第４回瀬戸内市総合計画審議会 次第 

 

日時 令和３年３月 16日（火） 

午前 10時 00分～ 

場所 瀬戸内市役所 ３階会議室 

 

１．開 会 

 

 

２．あ い さ つ 

 

 

３．協 議 

(１) 第３次瀬戸内市総合計画基本計画（案）について 

 

 

 

 

 

(２）答申（案）について 

 

 

 

 

 

４．閉 会 



資料１ 
 

瀬戸内市総合計画審議会委員名簿 

令和２年 11 月 30 日委嘱 

所属団体・役職等 氏名 

岡山市農業協同組合瀬戸内営農センター センター長 阿部 浩一 

瀬戸内市商工会 理事 兼 女性部部長 岡部 峯子 

長船夏祭り実行委員会 会長 坂本 眞位果 

邑久医師会 会長 竹内 宣昭 

瀬戸内市社会福祉協議会 事務局長 谷本 憲子 

岡山大学大学院社会文化科学研究科及び経済学部 特任教授 中村 良平 

公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 理事 藤井 裕也 

瀬戸内市人権擁護委員 藤本 めぐみ 

長船歴史研究会 代表 安木 義忠 

うみもりプロジェクト～海も森もきれいにしよう～ 代表 山﨑 佳沙 

瀬戸内市教育委員会 教育委員 山本 正 

 



No 項目名 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
計画案該
当ページ

1
みんなの思いやりがあふれる人権尊重の
まち

現行計画から主担当課と関係課の見直しが行われており、総務学務課が新た
に追加されている。学校で行われる人権教育との連携が今まで以上にうまくい
くようにり、人権教育の充実が図ることができる。

1

2
みんなの思いやりがあふれる人権尊重の
まち

＜1.基本方針＞にある「障がい」という文言について、「障がい」で括らず「発達
障害」を特化して記載いただきたい。小中高校での発達障害は、児童虐待、い
じめ、非行、引きこもり、などと非常に密接な関係がある。グレーゾーンが幅広
く、普通学校や普通学級に多くの子どもたちが混ざって生活をしており、小さなト
ラブルから大きなトラブルまで実際に起きているが、指針が無いために生徒も
教師も保護者も手探りで個別に対応しているという状況である、発達障害につ
いて是非力を入れて取り組んでいただきたい。
また、それに関連してスクールカウンセラーの増員をお願いしたいので、スクー
ルカウンセラーの記述を追加いただきたい。

＜1.基本方針＞の子どもの人権の記載に「発達障がい」を追
記。スクールカウンセラーの増員については、教育委員会に
ご意見を共有し、今後検討することとさせていただきたい。

【修正案】
子どもの人権を守り、発達障がいやいじめ、児童虐待、少年
非行、ひきこもり等で見守る必要がある児童・生徒の救済に
努めます。

1

3
みんなの思いやりがあふれる人権尊重の
まち

＜2.現状と課題＞に「多様性を認め合う社会の広がりに伴い」とあるが、現状、
そういう社会になっていないと思う。「多様性を認め合う社会」は目標の方に据
えていただきたい。大人も子どもも違いを許し合う力を育てるということが課題だ
と思う。

ご意見を踏まえ＜1.基本方針＞の冒頭部分に「多様性」を追
加。

【修正案】
市民一人ひとりがお互いの違いや多様性を認め合い、個性
を尊重しあうことができる、みんなの思いやりがあふれる人権
尊重のまちをつくります。

1

4
みんなの思いやりがあふれる人権尊重の
まち

＜4.今後の取組＞の「1.課題に対する取組：人権教育・人権啓発を通じて…」に
ついて、「学校・園の教育活動全体を通じて」とあるが、学校と園の間に「学童」
を追加していただきたい。いじめは学校でも起きるが、同じ人間関係が学童内
でも起こる。「学童」を追加するとともに、「学校・学童・園での情報共有と連携」
などを追加いただきたい。

幼稚園・保育園・こども園は「教育・保育活動」、放課後児童ク
ラブは教育活動ではなく「健全育成活動」である。当該文章は
人権教育に関する記述であるため、原案のままとさせていた
だきたい。

1

5 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち 現行計画ではミスプリントがあったが、修正されていたので問題ない。 2

6 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

関係課に刀剣博物館を管轄する文化観光課を追加できないか。、新しい学習
指導要領では「主体的・対話的で深い学び」を目指している。具体的には学習
者が主体となって問題解決的に学習を進めていくということで、図書館や博物
館、美術館などの施設との連携が欠かせなくなっている。博物館や美術館の所
管が市長部局に移ったので、必要な時に連携ができるよう関係課に追加しては
どうか。

学校・園教育において、地域人材や施設の活用は教育の充
実に効果的であると考えている。今後も図書館及び美術館、
博物館とも連携を取りながら進めていく。
「４．今後の取組」の７つの取組を焦点化させるため、関係課
の追加を見合わせる。

2

7 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

＜2.現状と課題＞の１番上の行に、「令和２年４月現在で３園が休園となり、園
児が減少しています」とあるが、休園になったから園児が減少しているわけでは
ない。、「園児が減少して、現在３園が休園となっている」という表現の方が良い
のでではないか。

ご指摘のとおり修正。 2

第３回瀬戸内市総合計画審議会　出席者発言要旨及び対応方針一覧　（基本計画） 資料２
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No 項目名 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
計画案該
当ページ

8 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち 関係課名に「社会教育課」と「こども政策課」を加えていただきたい。

子どもの成長を就学前から中学校卒業後まで通して見守るこ
とが大切であると考えていている。その一方で、「学校教育
（義務教育課程）」をさらに充実させることで、子どもが楽しく
学び成長を実感できるまちに関する取組について推進するよ
う焦点化していきたいことから、社会教育課及びこども政策課
の追加を見合わせる。

2

9 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

＜1.基本方針＞について、「学校・園と保護者・地域の人々」とあるが、学校・園
のところに「学童」を加えていていただきたい。学童の利用は一昔前よりだいぶ
高くなっており、待機児童問題が学童でも起こっているが、小学校の教員には
学童のことが頭には全くない状況のように感じる。それによって起こるトラブル
や困難なことがある。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
学校・園と保護者・放課後児童クラブ・地域の人々が連携する
ことにより、一人ひとりの子どもを伸ばし、、夢を育み自らの進
路を切り開いていくことのできる、子どもが楽しく学び成長を
実感できるまちをつくります。

＜4.今後の取組＞の「2..課題に対する取組」については教育
についての記述となるため、放課後児童クラブの記載しな
い。

2

10 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

「シンギュラリティ時代に対応できる、非認知能力の向上を行う」という文言を加
えていただきたい。10年先にはくる激動の時代を生き抜く子ども達に、非認知能
力を向上させてあげることは今の大人の課題だと思う。そのために外遊びが大
変重要だと専門家も言っており、外遊びという言葉も追加いただきたい。

「非認知能力」については、社会を生きる能力として注目され
ていることは承知している。「非認知能力」は、ご指摘のとお
り、子ども達のそれぞれの全生活において育成されるもので
あり、学校教育はその一部を支援することであるともいえる。
その一方で、「シンギュラリティ」と「非認知能力」との関連につ
いて、現在、明確なエビデンスが確認できていないため、本総
合計画への記載は見合わせる。引き続き検討することでご理
解いただきたい。

2

11 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

「先生の先生」についても追加いただきたい。沖縄県が学力最下位だったが、学
力１位の秋田県から相互に交換派遣を行って学力が伸びていると聞く。岡山県
でも１名派遣されていると聞くが、瀬戸内市に派遣いただくというのができない
か。
また、秋田県で行われている探求型授業というのを是非取り入れていただきた
い。生徒が主体の授業スタイルを、瀬戸内市の教員の方々ができるようになっ
ていただきたい。若い先生で算数の探求型授業が得意な先生がいるが、年齢
が若いために価値を見出されておらずもったいないと思っている、授業研究会
などを充実させ探求型授業を普及いただきたい。

岡山県教育委員会が現在、秋田県教育委員会管轄の公立
校に教員を派遣し、秋田の学校現場の取組を体験し、レポー
トとして、岡山県に報告している。それらは県教育委員会から
瀬戸内市内の小・中学校にも周知されているところ。また、瀬
戸内市教育委員会指導主事が各校に出向き、新学習指導要
領に基づいた授業づくりを指導・助言したり、市内小・中学校
の指導教諭の模範授業を公開したりして授業の充実につな
げている。この結果、瀬戸内市の学力・学習状況調査の結果
も県平均や全国平均を越えるものも出てきており、その成果
が見られている。総合計画には記載しないが、今後とも、授
業改善を推進し、学力向上に努めることとしているので、ご理
解いただきたい。

2
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No 項目名 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
計画案該
当ページ

12 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち

＜4.今後の取組＞の「7.課題に対する取組：栄養バランスのよい学校給食を提
供します」について、「安心安全な地場産物」とあるが、ここに「瀬戸内市内産」と
いう言葉を追加していただきたい。瀬戸内市のHPでは50％が地産地消であると
あるが、これは瀬戸内市内ではなく岡山県産の率だと思う。瀬戸内市内産の地
産地消を農水省が目指している30％以上を目標に取り組んでいただきたい。
また、この項目に「食育」という言葉を追加いただきたい。9ページに「食育」につ
いて記述があるが、ここの学校給食の部分にも「食育」を入れることが重要だと
思う。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
正しい食事習慣を身につけ、健やかに成長できるよう栄養バ
ランスのとれた学校給食を提供し、食育の充実も目指しま
す。
また、瀬戸内市の地場産物を使った安全・安心な地産地消の
献立や郷土料理を取り入れます。

2

13 子どもの成長をみんなで見守るまち

＜4.今後の取組＞の「5.課題に対する取組」に「邑久高校とも連携・交流を進め
ます」とあるが、実際は邑久校だけではなく、学芸館高校の子ども達も関わって
いることがある。また、大学とも包括連携協定を締結していると思うので、邑久
高校に限らず連携・交流する表現にしてはどうか。

邑久高校は地元高校ということで地域の発展に欠かせない
高校である。「瀬戸内市太陽のまち創生総合戦略」において
も「地域の発展に関わる人材育成に向けた邑久高校生徒へ
の支援」を重点事業に掲げており、このような表現としている
ことでご理解いただきたい。一方で、学芸館高校や連携大学
との連携は今後引き続き行っていくことから以下の通り修正。

【修正案】
各小・中学校において取り組む地域学校協働活動において、
児童・生徒が地域住民とふれあい、地域住民から学ぶ機会を
設けます。同時に、幼稚園、保育園、放課後児童クラブでも
地域との交流を進めます。また、邑久高校や市が包括連携し
ている大学等とも連携・交流を進めます。

4

14 子どもの成長をみんなで見守るまち

＜1.基本方針＞に「子育てに関する情報提供」とあるが、これは市が主催する
場合の情報に限られると思う。子育てをしているとき、子育てをする場所につい
て探したが、情報が少なく困った経験がある。市が主催・後援・協賛をしていな
い市民活動の情報発信に力を入れていただきたい。他市には市民活動支援セ
ンターなどがある。分野を問わず、あらゆる市民活動団体の告知チラシが自由
に置け、平日スタッフ１名が常駐しカウンターで相談ができ、ミーティングスペー
スが自由に使えるなど、市民活動をサポートするための場所である。瀬戸内市
にはそれがなく大変驚いた。チラシを自由に置ける場所を作るだけでも、市民活
動をしている団体や、情報を知りたいと思っている市民の方にとっては大きなこ
とだと思うので、取り組んでいただきたい。

様々な分野での情報連携・発信については、「みんなが知恵
を出し合い助け合うまち」に含め、今後検討させていただきた
い。

4

15
互いに学び合い、教えあい、人がつながる
まち

＜4.今後の取組＞の「1..取組の概要」に記載のある「広報誌」は、市が使用して
いる「広報紙」で統一すること。

ご意見のとおり修正。 5

16
互いに学び合い、教えあい、人がつながる
まち

＜1.基本方針＞に「市民、各種民間団体、学校・園、行政や企業など」とある
が、「学校」と「園」の間に「学童」を追加いただきたい。

ご指摘を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
市民、各種民間団体、学校・園 、放課後児童クラブ、行政や
企業など社会を構成する多様な主体が連携・協力して、学ん
だ知識、技術、経験等を地域に循環できるしくみをつくりま
す。

5
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No 項目名 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
計画案該
当ページ

17 「国際社会にはばたく人を育むまち
＜2.現状と課題＞の上から４行目に「～ものと予想されます」、その下にも「～も
のと予想される」とあるが、既に国際化の中に飲み込まれており、世界の人と電
話で話せる環境が整っているので、「予想」ではなく、表現を工夫してはどうか。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
令和２年度市民まちづくり意識調査の結果では、「外国人に
とって暮らしやすい、国際性の豊かなまち」についての施策の
重要度は2.8％と低い結果となっています。しかし、インター
ネットや、交通網の発達により、地球規模での人と物の移動
はますます活発になっており、市民、とりわけ青少年において
は、多様な文化や慣習などと接する機会が、今後ますます増
えていくと考えられます。

7

18 歴史・文化や芸術を大切にするまち
この項目は文化観光課が主体的に関わっていると思うが、「歴史・文化や芸術
を大切にするまち」を観光に生かすというような文言を入れてはどうか。

観光＝交流人口の増加であるため、基本項目の記載でご理
解いただきたい。
【原稿案ママ】
さらに、文化財や芸術を活用することにより、交流人口や関
係人口の増加を図ることで、賑わいのある地域づくりに寄与
します。

なお、「にぎわいと活気ある観光のまち」の取組として、歴史・
文化などの地域資源を活用した観光を記載している。

8

19 安心して笑顔で子育てできるまち
市内に産婦人科が無いというのは、出産という子育て１番スタートのところが全
く安心できない状況がある。出産をする際、どこに行くにも20～30分かかる。今
後出産する人のために解決できないか。

民間産婦人科の誘致については過去にも検討したが、様々
な課題があり実現には至っていない。要望があることは承知
している為、引き続き検討していきたい。

12

20 安心して笑顔で子育てできるまち

子育てに関する情報提供が不十分だと思う。備前市では子育て情報サイト「タッ
チ」を作っており、市民が行う子育て活動などの情報収集・発信を行っている。
「市民が行う子育て活動の支援や情報収集・発信」を追加いただき、子育て情
報サイトを整備いただきたい。

様々な分野での情報連携・発信については、「みんなが知恵
を出し合い助け合うまち」に含め、今後検討させていただきた
い。

※備前市の子育て情報サイト「タッチ」はNPOが運営（そのた
め自由度が高い）

12

21 働きながらでも安心して子育てできるまち

＜4.今後の取組＞の「2.課題に対する取組：子育て家庭を支援する・・・」につい
て、「放課後児童クラブの資質を高めるとともに」とあるが、ここに「各クラブ同士
の意見交換の場を設ける」という文言を追加いただきたい。コロナ禍で、どこの
学童も密になる状況で、利用者も多く、混乱があった１年だった。その混乱を解
消するために、学童同士で連携するため、市の担当者に情報交換する場を持っ
てほしいと提案したところ、「メールでやりとりしてください」という回答だった。各
クラブ間同士の交流の場の重要性を、市の担当課が認識していただきたい。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
放課後児童クラブ支援員の資の向上と、各クラブの充実を図
るため連携を密に行うとともに、定員数の確保や施設の増設
を行います。

13

22 いくつになっても安心して暮らせるまち
＜2.現状と課題＞について、文章に同じことが何度も出てくるため、分かりやす
く記述していただきたい。

文章を修正。 15
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No 項目名 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
計画案該
当ページ

23 高齢者を地域ぐるみで支え合うまち

＜4.今後の取組＞の「4.地域ぐるみで高齢者の権利を保護します」の中に、権利
擁護センターの記述があるが、国からの方針に沿い、瀬戸内市では令和3年4
月から権利擁護センターに中核機関を整備するということなので、そういう記載
を追加してはどうか。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
高齢者等が地域において、安心して尊厳ある生活を営むこと
ができるよう、中核機関の機能を備えた権利擁護センターを
中心に、成年後見制度の利用促進や、高齢者等虐待や消費
者被害などの困難事例に専門的、継続的な視点から対応し
ます。

16

24 障がい者がいきいきと暮らせるまち
＜3.指標＞の「福祉施設入所者の地域生活移行者数」が少人数の数値目標と
なっているが、こういった少人数のものを指標に上げるのが適切なのか。他の
項目にも同様のことがあるので、再度検討いただきたい。

ご意見を踏まえ「福祉施設入所者の地域生活移行者数」の指
標を削除。「バリアフリー化が進んでいると思う市民の割合」
を指標に追加。

17

25 生活困窮者が自立できるまち

＜4.今後の取組＞の「2.課題に対する取組」「生活保護の不正受給を一掃しま
す」について、２行目に「悪質な人に対しては告訴を含めて対応します」とあり、
「告訴」という文言がち少しきついため、「法的措置」などの文言に修正してはど
うか。

ご意見のとおり修正。 18

26 生活困窮者が自立できるまち

＜1.基本方針＞について、「生活保護の不正受給を一掃します」とあるが、現
状、一掃するような生活保護の受給者はほとんどいないと思われる。必要な人
には生活保護を受給をする必要があると考えるので、「適正な給付を行う」など
の文言にしてはどうか。

ご意見のとおり修正。 18

27 生活困窮者が自立できるまち
＜4.今後の取組＞の「2.課題に対する取組：生活保護の不正受給を一掃しま
す」について、今の時代には合わない感じを受ける。「不正受給の防止」を「生
活保護の適正な給付を行う」としてはどうか。

ご意見のとおり修正。 18

28 生活困窮者が自立できるまち

＜4.今後の取組＞の「4.課題に対する取組：ひきこもり状態にある者の自立を支
援します」について、引きこもりの方の自立は非常に難しいと思っている。市民
の理解も必要であり、まずは生活を支援していくことに注力すべき。「ひきこもり
状態にある人の理解を広め、生活を支援します」などに修正してはどうか。また
「取組概要」についても、「市民にひきこもりに対する正しい理解を広め、引きこ
もり状態の者が相談できる窓口を設置します」ということが先にきて、その次に
自立という流れになるのではないか。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
ひきこもり状態が長期化することにより、社会との関係が絶た
れるだけでなく、就労が困難となり、経済的困窮に陥る要因と
なります。市民にひきこもりに対する正しい理解を広め、ひき
こもり状態にある人及びその家族に対する相談窓口の設置
や居場所づくり等の支援拠点を整備し、自立に向けた支援を
行います。

18
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29
活力を生み調和のとれた土地利用を進め
るまち

＜2.現状と課題＞や＜4.今後の取組＞の「4.課題に対する取組」について、空き
家や過疎化の状況が牛窓地域が限定されている。他にも尻海地区などの過疎
化や高齢化が進む地域がある。牛窓地域は過疎債の対象となるため、限定し
ているのかもしれないが、「特に著しく過疎化が進んでいる地域」などの表現に
変更してはどうか。

「現状と課題」部分はご指摘を踏まえ以下の通り修正。
「課題に対する取組」について、本項目は、調和のとれた土地
利用に関する取組をまとめたものであるため、ご指摘の部分
の「課題に対する取組」の表現を修正。過疎地域における取
組は「住んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまち」
に記載があることでご理解いただきたい。

【修正案】
過疎化が進んでいる地域では、今後さらに担い手や交流人
口の減少、空き家・空き店舗の増加により、地域の魅力や求
心力が低下していくことが予想されます。このことから、豊か
な自然や暮らし、景観などの地域資源を活かした良好で活力
ある生活・交流拠点を形成していく必要があります。

過疎地域のまちなか再生を官民連携で推進します。

19

30
活力を生み調和のとれた土地利用を進め
るまち

＜4.今後の取組＞の「2.課題に対する取組：JR駅前を核とした…」について、駅
前整備でエレベーターを設置していただきたい。エレベーターが必要な人は西
大寺駅までタクシーで言っていると聞いたことがある。重たい荷物を持った高齢
者や、車イスの方が反対車線にいけるようにしていただきたい。

鉄道駅のバリアフリー化（エレベーター等の設置）について
は、バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
促進に関する法律）に基づき、１日平均利用者数3,000人以上
の駅で原則バリアフリー化となっており、長船駅については1
日平均約1,800人のため対象とならない。邑久駅にはホーム
までのスロープがあり、そちらをご活用いただくことでご理解
いただきたい。

19

31
活力を生み調和のとれた土地利用を進め
るまち

＜4.今後の取組＞の「3.課題に対する取組：太陽のまちプロジェクト・・・」につい
て、太陽のまちプロジェクトは太陽光発電事業、安全安心事業、環境保全事業
の３つから成ると聞いた。実際にメガソーラープロジェクトのエリアにハビタットエ
リアがあることは素晴らしいと思うが、5年後、10年後の先を見据えて、もう一歩
先を記載いただきたい。具体的には、「希少種が生息する生態系保全区域への
生態系の調査と保全を行う」という文言を記述いただきたい。ハビタットエリアを
作ったから、環境保全は終わりだというものではない。それを調査し、見守り、そ
の生態系が継続していくサポートを人間がするということが１番大事な保全活動
だと考える。

当該項目は、錦海塩田跡地の土地貸付料を活用し、地域の
課題解決を行うことを趣旨としている。ハビタットの保全につ
いては引き続き実施していくこととしてご理解いただきたい。

19
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32
活力を生み調和のとれた土地利用を進め
るまち

＜4.今後の取組＞の「4.課題に対する取組：空き家等を活用した・・・」について、
「牛窓地区において」と牛窓限定にしているのはなぜか。リノベーションまちづく
りに関しては牛窓エリアに特化したものかもしれないが、空き家・空き店舗など
を利用して、産業、雇用、賑わいを創出するということ自体は、他の地区も力を
入れている。牛窓地区に限定しない表現に変えていただきたい。

本項目は、調和のとれた土地利用に関する取組をまとめたも
のであるため、ご指摘の部分の「課題に対する取組」の表現
を修正。
過疎地域における空き家・空き店舗活用などについては、「住
んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまち」に記載が
あることでご理解いただきたい。

【修正案】
過疎地域のまちなか再生を官民連携で推進します。

19

33 河川・海岸・港湾が整備された安心なまち

＜2.現状と課題＞の１番上の行に「市西部においては、千町平野と呼ばれる平
坦な田園が広がり」とあるが、「呼ばれている」という表現はもう必要ないと思う。
「千町平野の田園が広がり」などに修正してはどうか。
また、１番下の行で「解消されておらずいないため」は、「解消されていないた
め」に修正。

ご意見のとおり修正。 23

34 自由に行き来できるまち
＜3.指標＞の「交通不便地域に住む人の割合」が全て「0」となっている。「0」に
することが目標となるのか。指標が適切か精査いただきたい。

指標から削除する。引き続き交通不便地域の解消に努めて
いく。

24

35 便利な情報ネットワークがあるまち
＜3.指標＞の「日常生活でインターネットを活用している市民の割合」について、
スマートフォンを持った時点でインターネットを活用しているので、現代社会でこ
の指標は必要ないのではないか。もしくは他の指標に変更してはどうか。

令和２年度に実施した市民まちづくり意識調査では、「日常生
活でインターネットを利用している」と回答した市民の割合が
63..6％となっている。指標として引き続き設定し、令和12年度
に95％目指したい。

25

36 環境に配慮した美しいまち
コンポストなどをもう少し押し出してはどうか。市HPのコンポストの記事は投稿
が何年も前になっており、現在どうなっているのか分からない。

コンポストを含む生ごみ処理機の設置を促進することとしてい
る。

【現状】
生ごみをできるだけ家庭で処理し、ごみの量を抑制できるよう
生ごみ処理機の設置を促進します。

28

37 環境に配慮した美しいまち

＜1.基本方針＞に「環境活動団体との連携、情報収集と発信」という文言を追
加いただきたい。提案している市民活動支援センターができれば、それを担うと
思うが、環境活動やボランティアに参加したいと思ったときに、その情報を得ら
れる場所が１つもない。環境面でも情報の収集・集約・発信ということを担う場を
設けていただきたい。

様々な分野での情報連携・発信については、「みんなが知恵
を出し合い助け合うまち」に含め、今後検討させていただきた
い。

28

38 人と地球にやさしいまち

＜4.今後の取組＞の「1..課題に対する取組：新エネルギーの導入を検討します」
について、瀬戸内市では現在日本最大級のメガソーラー発電所が整備された
地域であり、この表現はどうなのか。例えば「新エネルギーのさらなる促進」など
としてはどうか。

ご指摘を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
新エネルギーの導入を促進します

29
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39 人と地球にやさしいまち

＜4.今後の取組＞の「2..課題に対する取組：省資源・省エネルギーに取り組み
ます」について、4行目に「講演会やマイバッグ運動を実施し」とあるが、レジ袋
の有料化により、もうマイバック運動は必要がないのではないか。表現を工夫し
ていただきたい。

ご指摘を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
環境問題への市民意識を高めるため、市民や市内事業者、
地域の団体等と連携し、公共交通機関や自転車等の利用を
促進します。また、環境問題に関する講演会等を実施し、省
資源・省エネルギーの普及・啓発を進めます。

29

40 人と地球にやさしいまち

＜4.今後の取組＞の「2..課題に対する取組：省資源・省エネルギーに取り組み
ます」について、「市職員によるノーマイカーデーを実施するとともに、市内事業
者にも呼びかけ、市内全域でノーマイカーデーを定めます」とあるが、重要なの
は地球に優しい取組という考えを持った市民をいかに増やすかということ。瀬戸
内市は平たん部が多いので、自転車が利用しやすい地域であり、環境に優しい
という考えを持つ市民の方を増やすために「自転車の活用」なども掲げてはどう
か。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
市民の環境問題への関心を高めるとともに、環境意識の高
い市民を増やすため、クリーンエネルギー自動車の試乗会や
太陽光パネルの展示などを盛り込んだ市民参加型のイベント
を開催します

環境問題への市民意識を高めるため、市民や市内事業者、
地域の団体等と連携し、公共交通機関や自転車等の利用を
促進します。また、環境問題に関する講演会等を実施し、省
資源・省エネルギーの普及・啓発を進めます。

29

41 農林業にやりがいを見出すまち
農林業の後継者問題について、後継者確保にアルバイトなど身近な人を活用し
てはどうか。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
また、農協、普及センター、瀬戸内市移住交流促進協議会と
連携し、空き家・農地情報の発信を進めるとともに、労働力不
足の解消ため、「一日農業バイト」の活用推進を図るなど、新
規就農者や後継者が就農しやすい環境を構築します。

34

42 農林業にやりがいを見出すまち

＜1.基本方針＞に「持続可能な農林業を行うための環境を保全する」とあるが、
瀬戸市内には無農薬の農家が20軒近くあり、そのうちの2軒は10年以上取り組
んでおり規模も大きい。これは大変画期的なことで素晴らしい点だと思う。しか
し、それが知られておらず、市もPRしていない状況。「市独自のエコロジー農水
産物認定」などを作っていただきたい。有機ＪＡＳは大変高額であり使ってもよい
農薬があるので、それとは別の、小規模でもＪＡを介さず入れるような市独自の
認証制度を検討いただきたい。

有機農業に対する市独自の認証制度については、今後の検
討事項とさせていただき、現時点で市が推進しているＧＡＰ
（農業生産工程管理）について追記。

【守勢案】
また、国際水準ＧＡＰの実施を推進し、生産者が持続的に環
境保全型農業に取り組めるよう支援します。

34
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43 水産業に活力が生まれるまち

＜2.現状と課題＞に「岡山カキとしてブランド化」とあるが、邑久町漁協では海の
エコラベルと言われるＭＳＣ認証が取られている。日本でカキでは初めてのこと
で、世界的にも大変注目されるような画期的なことである。農業部門と併せて、
環境配慮型農水産業のＰＲなど、市としての取り組んでいただきたい。ＳＤＧｓの
政策とも合致する政策だと思う。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。

【修正案】
＜1.基本方針＞
漁業資源を管理し、守り育てるため、環境配慮型の水産業を
促進し、獲る漁業から育てる漁業への転換を図ります。
＜2.現状と課題＞
養殖牡蠣は、県下第1位の収穫量を誇り、「岡山カキ」としてブ
ランド化され、加工品の開発も行われています。令和元年度
には、持続可能で管理され、環境に配慮した漁業に与えられ
る「ＭＳＣ（海洋管理協議会）認証」を、邑久町漁業協同組合と
販売先企業が共同で取得しました。垂下式の牡蠣生産での
ＭＳＣ認証取得は世界で初めてのことであり、大変注目され
ています。

36

44 工業が進出しやすく経営が安定するまち
項目名の「工業が進出しやすく経営が安定するまち」について、「工業」は分類
の名前なので「企業」に修正したほうが良い。

ご指摘のとおり修正。 38

45 にぎわいと活気のある観光のまち

＜2.現状と課題＞に「最新情報を積極的に発信し」とあるが、自分たちのまちを
知るために、ウォーキングルートなどを知っていただくことによって、地域への愛
情が増し、それが観光につながるのではないか。、イギリスで始まったフットパ
ス（地域を歩く取組）などが今後ますます増えていけば良いと思う。また、歩くこ
とに加えて、サイクルルートを分かりやすく発信したり、公共施設などにサイクル
ラックを整備するなどしてはどうか。

総合計画の各項目については、基本的な方針を記載してお
り、個別の施策については主なものしか取り上げていない
が、地域発観光の推進も大切な取組の１つだと考えており、
具体的には、地域おこし協力隊の活用による地域情報の発
信などによってウォーキングルートやサイクリングルートを紹
介することが考えられる。
また、サイクリングルートについては県の「岡山満喫サイクリ
ングルート」のサブルートに３ルートを紹介しており、併せて、
今年度、瀬戸内市観光協会もレンタサイクルを更新した経緯
もあるので、サイクリングラックの整備も併せて、今後検討を
進めたいと考える。

40

46 透明で開かれた市役所があるまち
市役所は行きにくいというイメージがあるので、透明で開かれた市役所というこ
とに力を入れていただきたい。市役所がどういうことを行っているかを知らない
ことが多いので、もっと情報発信をしていただきたい。

ご意見を踏まえ以下の通り修正。情報発信については広報
紙や市HP、SNSなどを通じて分かりやすく発信するよう努め
ていく。

【修正案】
市政に対する意見や提案、要望を求めるため、市長とセット
トークや意見箱の設置、及び地域別のタウンミーティングを開
催します。また、市の基本的な政策を立案する過程において
も、幅広い世代の市民から広く意見を求めます。

41
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47
透明で開かれた市役所があるまち
みんなが知恵を出し合い助け合うまち

市民活動サポートセンターの実現と、市民が主催する活動の情報集約・発信を
追加いただきたい。他市でも既にやっていることであり、実施がものすごく難し
いということではないと思う。

「透明で開かれた市役所があるまち」に記載している「情報を
積極的に発信・公開」は、情報公開条例に基づく市政の情報
公開を記載している。市民活動における情報集約・発信につ
いては「みんなが知恵を出しあい助け合るまち」への記載とさ
せていただきたい。

【修正案】
また、人づくりをしていくことにより地域づくりにつなげるため、
市民の主体的な活動を支援するとともに、情報収集・発信・連
携に努め、地域活動を活性化するためのしくみづくりを進めま
す。

ＮＰＯ*やボランティア組織の活動の自主性・自立性を尊重し
ながら、情報収集・発信・連携に努め、相互の情報提供、情
報交換が行えるようネットワークづくりを進めます。

41
43

48 全般 現在見直しを行っている瀬戸内市教育大綱との整合性は取れている。 -

49 全般 乳児に関する文言が少ないと感じる。

乳児に関しては、乳児を育てる家族に対する支援として、「安
心して笑顔で子育てできるまち」や「働きながらでも安心して
子育てできるまち」に取組を記載している。ご理解いただきた
い。

-

50 全般

10年後、20年後のは今の子どもたちが大人になる。大人の意見だけではなく、
子どもたちがどういう市の未来を描いているのか、そういう意見もで取り入れら
れれば良い。今の子ども達が、20歳になり30歳になって、この瀬戸内市にどれ
だけ定住しているのか危惧している。今約1,000人いる子どもの何％が市に定
住してくれるのか。コロナによる情報化の推進により、リモートワークなども可能
になる。子ども達がUターンし、瀬戸内市を活気づかせてくれるよう、子ども達の
意見も大事にしていただきたい。

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、予
定していた総合計画策定ワークショップなどが開催できな
かった。昨年度の「第2期瀬戸内市太陽のまち創生総合戦
略」策定時には、高校生や大学生が参加する市民ワーク
ショップの開催、邑久高校生全生徒へのアンケート調査を実
施し、市の将来像や必要な取組について意見をいただいたと
ころである。引き続き、若い世代を含めた市民の皆さんから意
見を聞きながら、取組を進めていくことで、ご理解いただきた
い。

-
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第３次瀬戸内市総合計画基本計画（案）の概要について 

 

 

Ⅰ 未来に輝く人づくりと文化の創造 

1. みんなの思いやりがあふれる人権尊重のまち 

2. 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち 

3. 子どもの成長をみんなで見守るまち 

4. 互いに学びあい、教えあい、人がつながるまち 

5. スポーツを通じ健やかに暮らせるまち  

6. 国際社会にはばたく人を育むまち 

7. 歴史・文化や芸術を大切にするまち 

 

 

Ⅱ 健やかでいきいきとした暮らしの実現 

1. 健やかに暮らせるまち 

2. 質の高い医療が受けられるまち 

3. 安心して笑顔で子育てできるまち 

4. 働きながらでも安心して子育てできるまち 

5. 高齢者が元気なまち 

6. いくつになっても安心して暮らせるまち 

7. 高齢者を地域ぐるみで支えあうまち 

8. 障がい者がいきいきと暮らせるまち 

9. 生活困窮者が自立できるまち 

 

 

Ⅲ 安全・安心で快適な暮らしの実現 

1. 活力を生み調和のとれた土地利用を進めるまち 

2. 光輝く自然・まちなみが残るまち 

3. 住んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまち 

4. 便利で快適な道路が通ったまち 

5. 河川・海岸・港湾が整備された安心なまち 

6. 自由に行き来できるまち 

7. 便利な情報ネットワークがあるまち 

8. 安全で良質な水が飲めるまち 

9. きれいな水を未来へ渡すまち 



 

10. 環境に配慮した美しいまち 

11. 人と地球にやさしいまち 

12. 防災意識の高いまち 

13. 交通事故ゼロをめざすまち 

14. 地域みんなで防犯に力を入れるまち 

15. 消費者を守り育てるまち 

 

 

Ⅳ 活力ある産業と魅力ある環境都市の創出 

1. 農林業にやりがいを見出すまち 

2. 水産業に活力が生まれるまち 

3. 商業・サービス業の経営の安定化に取り組むまち 

4. 企業が進出しやすく経営が安定するまち 

5. 雇用・労働環境が整ったまち 

6. にぎわいと活気のある観光のまち 

 

 

Ⅴ 市民と行政が協働で進める自主自立した都市の実現 

1. 透明で開かれた市役所があるまち 

2. 市民ニーズにこたえる市役所があるまち 

3. みんなが知恵を出しあい助けあうまち 

 

 

【参考】今後のスケジュール 

 令和３年３月１６日  総合計画（案）協議、答申（案）協議 

            答申 

            全体調整 

 令和３年６月～７月  パブリックコメントの実施 
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